
 

 去る８月２日（土）、八幡浜市福祉文化センターにて愛教研八幡浜支部法制対策部・情報宣伝
部共催による「教育を語る会」が開催されました。講師として、ｅ－ネット安心講座講師民本博
利氏お迎えし、部員と保護者が参加してインターネットの安全安心な使い方について研修を深め
ることができました。以下、そのときの講義内容を掲載いたします。 
 

平成26年度「保護者と教育を語る会」平成26年８月２日（土） 八幡浜市福祉文化センターにて 
 

開会あいさつ（ 愛教研八幡浜支部長 川尻 浩 校長 ） 
 悪天候の中、午後の貴重な時間にお集まりいただき、ありがとう
ございます。保護者と教育を語る会は、３年に一度開催しています。  
 今回は、全国的にも大きな問題となっているネットトラブルにつ
いて学びます。夏休みに入り、２週間経ちました。長崎の佐世保の
事件や多くの水難事故など、子どもたちの命に関わる悲惨な事件が
多くなっています。本日学ぶネットトラブルも、大きな事件につな
がることがあります。ここで学んだことを各学校や各家庭に持ち帰
り、話をしていただければと思います。 
 

研究主題「子どもたちをめぐる諸問題の解決をめざして」 

－ネットトラブル等への対応について－ （e－ネット安心講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル機器の流れ 

 1998 年 パソコン windows98 

1999 年 携帯電話でインターネット i-mode 

2007 年 スマートフォン iPhone 

  2010 年 タブレット iPad 

  2011 年 LINE 

     … 

  2014 年 

 

 愛教研八幡浜支部情報宣伝部だより 
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i-mode でメールができるようになっ

て 15 年しかたっていない。しかし、今

の中学３年生は、生まれたときから携

帯・ゲーム・ネットに囲まれて育ち、そ

れを使うのが当然という現状にある（デ

ジタルネイティブという）。 

 親や教師よりも、子どもの方が先を行

っている。 

 

通信とは 

 以前は、ラジオ・テレビ・電話・郵便など、人と人

をつなぐものであった。 

 現代は、インターネットも通信の一つとなっている。

だが、中間のコンピュータが携帯やコンピュータをつ

ないでいる。相手先の顔が見えない危険がある。 

 コンピュータの３大特徴である「記憶する・検索す

る・発信する」が生かされて、今はインターネットで

様々なことができるようになった。 

反面 

子どもに（大人にも）迫

るネットの危機 

 

○ ケータイ依存 

○ ネットいじめ 

○ ネット誘引 

○ ネット詐欺  など 



○ ケータイ依存…  晩から朝まで携帯を使い、健康な生活が営めない。会話ができない。 

          学力低下 

                   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ ネットいじめ… ネット上で集まっていじめをする（夜中にも）。ネットパトロールをしている
が、対策のため故意に誤字を使用している（氏ねなど）。しかし、インターネットの世界では、
匿名ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題① 時間 

・メールの返信に振り回される。 

・やりすぎて寝不足になる。 

・会話の時間が減った。 

・自分だけがやめると言い出せない。 

問題② 金額 

・ダウンロードの通信費 

・無料ゲームの有料アイテム 

・支払いの感覚が薄れる。 

問題③ 有害サイト 

・グロテスク・オカルト・アダルト 

・子どもには見てほしくない。 

・悪質な画像や映像がネットには沢山。 

どうすればいい？ 

→ 家庭のルールを作ろう！ 

    いつ（時間） 

    どこで（場所） 

    いくら（金額） 

    何を（内容） 

 

どうすればいい？（児童・生徒用） 

  いじめはしない！必ず見つかります！ 

 ・さそわれてもいじめはしない！ 

  でも、いじめられたら… 

  ・お家の人に相談しよう！ 

  ・学校の先生に相談しよう！ 

  ・メールの証拠を残そう！ 

   ・いじめを気にせず相談する勇気をもとう！ 

 

どうすればいい？（保護者用） 

 いじめはさせない！ 

  ・誘われてもやらせない。 

  ・見て見ぬふりをさせない。 

  ・友達、家庭でルールをつくる。 

 いじめられたら！ 

  ・サインを見逃さない。・証拠を残す。 

  ・すぐに相談させる。・学校や専門家に相談。 

 

  

メールの３分ルールが、２分、･･･30秒へ 

 スマホを持たずに入浴中にメッセージ1000件 

 友達外しが怖くて「やめよう。」と言い出せない 

 スマホ疲れ・ライン疲れ 

 風呂冷え切るまでライン 

 取り残されるのが怖い  

 

 灘高・麻布高校…名門もやむなくスマホ規制。 

 生徒自らがルールを作る方が円滑に守られるだろう。 

 

 

 ラインで本当の気持ち

伝わらなかった。 

 ラインの「予告」放置

両親に伝わらず。 

「このぬいぐるみ かわいくない」と「このぬいぐるみ かわいく

ない？」では、意味が違ってくる。  

 

自殺の予告を友達や友達の保護者は知っていたが、ラインをし

ていない親に伝わっていなかった。 

  

News 

News 

News 
すぐに返信しないと

無視したと思われる。 

有料のアイテムが

ほしくなる。 



 

○ ネット誘引（誘い出し・なりすまし） …性的搾取・性的被害・金品の恐喝・暴行 

   携帯・スマートフォンで撮影した写真には、位置情報が記録される（GPS機能により、位置
情報データが自動的に写真に記録されている）。位置情報が記録された写真をインターネットに
掲載すると写真が撮られた場所が特定され、ストーカー行為に利用されることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ネットでの金銭トラブル…無料で音楽・登録無料・ただでゲット。一見得をしそうなものほ
ど裏がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ インターネットへの入口の広がり…スマートフォン、音楽プレーヤー、携帯用ゲーム機など、インタ

ーネットは身近なものからすぐに入れる。そこではSNS（ソーシャルネットワーキングサービス（LINE、Skype、

Facebook、Twitter、･･･））が利用されており、いろいろな人とつながることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

どうすればいい？  

 ・悪い人も見ていることを認識させる。 

 ・個人の情報を安易に書き込ませない。 

 ・会いに行かせない。 

 ・サインを見逃さない。 

 

どうすればいい？  

 ・子ども一人で利用させない。 

 ・安易なクリックをさせない。 

 ・クレジットカードを管理する。 

 ・消費者センターなどへ相談しよう。 

 ・詐欺もあることを認識させよう。 

 

 通信料滞納など異動情報（ブラックリスト）で、

五年間クレジットカード・ローンなどが作れない。 

 学生時代に一度の滞納で、ブラックリスト入り。 

 保護者の支払いが止まってブラックリスト入り。 

News 

  

ネット介在・性犯罪多発。 

 ライン使用少女ら被害。 

 愛媛でも多発。 

「ひま」、「とりあえずからもう」 

 ID検索の制限も根本的な解決策ならず。 

  

 

News 

どうすればいい？  

 ・フィルタリングをかけよう。 

  ゲーム機にはペアレンタルコントロールを 

 ・生徒自身による手引き書づくり 

 ・家庭でのルールづくり 

 ・道徳的な部分を教えていくことが最も大切 

SNSの炎上事件 

・冷蔵庫に入っているコンビニ店員の写真掲載 

・地下鉄の線路上で撮影した写真掲載 

・餃子店にて客による不適切行為を録画し掲載 

・土下座の強要、土下座写真掲載  など 

↓ 

道徳的な考え方の欠如 

News 

※ ゲーム機等で買い物すると、クレジットカードの情報（cookie）が残るため、次回からはカ
ード情報を 入れなくても買い物ができる。子どもと一緒に買い物をする場合は、カードを
使用しない方がよい。 



○ まとめ  
 ケータイやスマホ、パソコンにゲーム、怖い話ですが・・・、インターネットはとても便利で楽しい物です。使い方に気を

つければ、もっと皆さんの役に立ってくれます。これからも正しく安全にインターネットを活用して下さい。 

 
 
閉会あいさつ（ 愛教研八幡浜支部法制情報局長 関岡 寿登 校長） 
 携帯電話については未知の機能がたくさんあり、利用方
法をしっかり考えていかなければならないと感じました。 
 ある少年が、スマートフォンを手にして、「これ、便利
なんだよ。写真も撮れるし、音楽も聴けるし、ナビもして
くれるし。それに、これは電話もできるんだよ。」と話し
ていました。スマートフォンは、もはや電話というより、
様々な機能をもった便利な物です。しかし、プライバシー
が丸裸になるという危険性もあります。スマートフォンを
使う側も、使わせる側もルールを決めるなど、情報につい
てのモラルを育てていくことが大事だと思います。 
 また、ビデオの中の子どもたちの言葉遣いがひどく、「死ね。」という言葉が何度も出てきまし
た。ビデオを見ながら、人間として大切なルールやマナーの衰退を感じました。 
 講義の最後に、「13歳の息子へ、新しいiPhoneと契約書」という資料がありました。その18
条に、「問題があるようなら、iPhoneを没収します。そして一緒にそのことについて話し合います。
またやり直しましょう。あなたと私はいつも何かを学んでいる。一緒に答えを出していきましょ
う。」とありました。このような考え方は、使う側にも使わせる側にもよい手本になると思います。 
 しかし、一方では、インターネットで検索をすると、長崎の事件の加害者とその父の実名と写
真が掲載されていました。掲載した人は、どのような気持ちでこの情報を流したのかなと思いま
した。 
 本日の講義で、便利な道具や様々な情報に対し、私たち一人一人が気を付けて扱っていくこと
の大切さを学ぶことができたと思います。  

一般財団法人マルチメディア振興センター 編より 


